
階層性問題（hierarchy problem)
VV

・ヒッグス粒子の質量は <v>～ 246 GeV 付近である。

ところがヒッグス粒子の質量は右図のような高次ダイア
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VV

ところがヒッグス粒子の質量は右図のような高次ダイア
グラムによる二次発散の質量補正を受ける：
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ゲージ相互作用によるループ
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ここで Λcutoff は新しい物理が出てくるエネルギースケー
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ル。最も大きい補正はトップクォークのループによるも
ので λf ～１である。クォークなどのフェルミ粒子の対す
る質量補正は ～ln(Λcutoff) で問題ない。

湯川型相互作用によるループ

H

・Plank Scale（MP=(8πGNewton)1/2=2.4×1018GeV）まで新
しい物理が存在しないとすると スカラーの自己相互作用によるループ
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階層性問題が指摘されたのは1980年代の初期で

スカラーの自己相互作用によるループ

質量の量子補正が質量自身よりはるかに大きくなって

しまう !!! 階層性問題（微調整問題）と呼ばれる
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